
（学習指導員 令和 4 年度以降使用） 
 

誓    書 

 

 

私は、地方公務員法第 16 条の欠格条項のいずれにも該当しないこと、及び教育職員等に

よる児童生徒性暴力等の防止等に関する法律第２条第３項に定める児童生徒性暴力等に

該当する行為をしていないことを誓います。 

  

  年  月  日 

                  

     名前（自筆）              

 

 
 

地方公務員法第 16 条 

次の各号の一に該当する者は、条例で定める場合を除くほか、職員となり、又は競争試験若しく

は選考を受けることができない。 

１ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの

者 

２ 当該地方公共団体において懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者 

３ 人事委員会又は公平委員会の委員の職にあつて、第５章に規定する罪を犯し刑に処せられた者        

４ 日本国憲法施行の日〔昭和 22 年５月３日〕以後において、日本国憲法又はその下に成立した

政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 

 

教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律第２条第３項 

この法律において「児童生徒性暴力等」とは、次に掲げる行為をいう。 

１ 児童生徒等に性交等（刑法（明治 40 年法律第 45 号）第 177 条に規定する性交等をいう。以下

この号において同じ。）をすること又は児童生徒等をして性交等をさせること（児童生徒等から

暴行又は脅迫を受けて当該児童生徒等に性交等をした場合及び児童生徒等の心身に有害な影響

を与えるおそれがないと認められる特別の事情がある場合を除く。）。 

２ 児童生徒等にわいせつな行為をすること又は児童生徒等をしてわいせつな行為をさせること

（前号に掲げるものを除く。）。 

３ 児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律（平成 11

年法律第 52 号。次号において「児童ポルノ法」という。）第５条から第８条までの罪に当たる行

為をすること（前２号に掲げるものを除く。）。 

４ 児童生徒等に次に掲げる行為（児童生徒等の心身に有害な影響を与えるものに限る。）であっ

て児童生徒等を著しく羞恥させ、若しくは児童生徒等に不安を覚えさせるようなものをすること

又は児童生徒等をしてそのような行為をさせること（前３号に掲げるものを除く。）。 

イ 衣服その他の身に着ける物の上から又は直接に人の性的な部位（児童ポルノ法第２条第３項

第３号に規定する性的な部位をいう。）その他の身体の一部に触れること。 

ロ 通常衣服で隠されている人の下着又は身体を撮影し、又は撮影する目的で写真機その他の機

器を差し向け、若しくは設置すること。 

５ 児童生徒等に対し、性的羞恥心を害する言動であって、児童生徒等の心身に有害な影響を与え

るものをすること（前各号に掲げるものを除く。）。 


